
フ ルミで検出されたFR I型電波銀河のＸ線観測フェルミで検出されたFR‐I型電波銀河のＸ線観測フェルミで検出されたFR‐I型電波銀河のＸ線観測フ ルミで検出されたFR I型電波銀河の 線観測
深沢泰司 徳田伸矢 山崎翔子 伊藤亮介 田中康之 大野雅功 平木 至（広大理）深沢泰司、徳田伸矢、山崎翔子、伊藤亮介、田中康之、大野雅功、平木一至（広大理）深沢泰司、徳田伸矢、山崎翔子、伊藤亮介、田中康之、大野雅功、平木 至（広大理）

x

ブシンクロトロンのピーク周波数と光度Fukazawa+11de
x

ブレーザー天体との比較シンクロトロンのピ ク周波数と光度
Abdo+10

Fukazawa+11

n 
in ブレ ザ 天体との比較

Meyer+11Abdo+10

eV
)

ot
on

ブレーザー天体の相関図に、今回の天体を
幅
(e

ph
o ブレ ザ 天体の相関図に、今回の天体を

プロット どの天体もブレーザーに比べて 広
等

価
幅

的
な
p プロット。どの天体もブレ ザ に比べて、広

帯域で光度が低い PKS0625 3C78はシンク

の
等

均
的 帯域で光度が低い。PKS0625、3C78はシンク

ロトロン周波数がBL Lac型並みに高いが 他

‐K
の

平
均 ロトロン周波数がBL Lac型並みに高いが、他

はFSRQ並みに低いFe
‐

域
の

平 はFSRQ並みに低い。
（

帯
域 （PKS0625は、可視の諸性質でBL Lacに似た性質を持

ため 型と電波銀河 中間 体と考

線
帯 つため[Wills+04]、BL Lac型と電波銀河の中間天体と考

）X線 えられる）

セイフ ト銀河との比較
l h 9

セイファート銀河との比較
Mulchaey+94

銀 較
セイファート銀河についてのＸ線観測量の相関図に 今回セイファ ト銀河についてのＸ線観測量の相関図に、今回
の天体をプットしてみると 3C120 3C111 CenA N1275は セの天体をプットしてみると、3C120,3C111,CenA,N1275は、セ

イファ ト銀河の相関に載る ジ ット成分が見えていると

PKS0625 354 3C78(NGC1218)
イファート銀河の相関に載る。ジェット成分が見えていると
思われるM87 PKS0625 3C78 N6251は 相関から外れる傾 PKS0625‐354、3C78(NGC1218)思われるM87,PKS0625,3C78,N6251は、相関から外れる傾
向がある

、 ( )

L 
x 向がある。

og
 L

（徳田講演S09a）
アブストラクト

Lo （徳 講演 ）
アブストラクト

フ ルミ１年で検出された近傍電波銀河 すべて すざくＸ線衛星

アブストラクト
フェルミ１年で検出された近傍電波銀河。すべて、すざくＸ線衛星
で観測された （他のガンマ線銀河３つは 0 27の遠方FR II型） 電波 可視光で観測された。（他のガンマ線銀河３つは、z>0.27の遠方FR‐II型） 電波、可視光
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3C111は、FR‐II型だが、3C120と観測量が似ているので、
今回の調査に入れた。今回 調 。


